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1. 背景 

本件実施機関であるカンボジア電力公社（EDC）が現在所有する水力発電所はラタナキリ州オ

チュム第二発電所、モンドルキリ州オモレン発電所及びオロミス発電所の 3 箇所のみであるが、

これら発電所の全てが外国の援助によって建設されており、EDC が独自で開発した水力発電所は

皆無である。EDC には、これらの 3 つの水力発電所においての保守技術はある程度あるものの、

運転方法については職員の経験に依拠するマニュアル運転を行っているのが現状である。 

本協力事業の対象であるオチュム第二発電所は 1993 年にベトナムの協力によって竣工して以

来既に 20 年が経過している。この間、発電所の維持管理が鉱工業エネルギー省（MIME）から

EDC へ移管されたことや、文書の保管が不十分な事もあって、関連する図面や設計図書が散逸し、

発電所を管理する EDC ラタナキリ支店には保管されていない事が判明している。また、既設オ

チュム第一ダムの貯水位やダムからの漏水、放流バルブや洪水吐からの放流実績等、貯水池運用

に不可欠な記録も取られていない。加えて、発電設備の維持管理マニュアル等も整備されておら

ず、発電所の維持管理体制が適正とはいい難い状況にある。 

また、2012 年 5 月からは、オチュム第二発電所を含むラタナキリ系統はベトナム系統と一体と

なって運用されているものの停電事故が頻発する状況にある。 

一方、オチュム第一発電所の無償資金協力要請の中で、「カ」国政府は以下に示す 3 つの点に

ついて日本政府へ協力要請を行っている。 

(1) 既設オチュム発電設備の再開発（オチュム第一発電所の建設） 

(2) 水力発電に係るキャパシティビルディング 

(3) 配電技術に係るキャパシティビルディング 

 

本協力事業では、オチュム第一発電所の建設と既設オチュム第二発電所の電気設備に関する設

備更新が実施される計画であり、これらの発電所の設備は近代化され、従前のマニュアル管理か

らデジタル管理へと自動化される。即ち、オチュム第一発電所には運転員を配置せず、オチュム

第二発電所に設置する制御盤で操作する方式が導入される。これらの設備導入によって、両発電

所の効率的な水運用と発電運用が図れる環境となっている。 

このような状況を背景に、協力要請のあった上記事項のうち、(2) 水力発電に係るキャパシティ

ビルディング、(3)配電技術に係るキャパシティビルディングについてソフトコンポーネントの実

施による発電所の運転、維持管理要員の運営・管理手法、運転・保守に関する技術強化およびベ

トナム系統と連系した水力発電所を有効活用することによる電力品質の適切な管理が必要不可

欠であると判断される。 

 

2. 目標 

EDC ラタナキリ支店の職員に対する技術移転により、本協力事業により整備された発電施設や

関連する配電線網が適切に運営、維持管理されることを目標とする。 
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3.  成果 

(1) 土木設備の保守運用方法の確立 

(2) 発電所の保守運用方法の確立 

(3) 配電系統の保守運用方法の確立 

 

4.  成果の確認方法 

各成果について以下の方法で確認を行い、後述８.成果品として報告書にとりまとめる。なお、

習熟度の確認等に関する指標（「マニュアルを確認して実施可能」、「マニュアルを確認しなくて

も実施可能」等の段階分け、或いは習熟度等）は、ソフトコンポーネント実施中に下表に示す基

準に基づき評価を行う。 

 

4.1 保守運用方法の計画 

(1) 土木設備の保守運用方法の確立 

・ 土木設備維持管理マニュアルの整備 

・ 土木設備の保守、維持に関する実地試験（訓練終了時に実施。実際の設備を使った操作

および状態確認などの習熟度を確認） 
 

(2) 発電所の保守運用方法の確立 

・ 発電所運転維持管理マニュアルの整備 

・ 発電所の運転、維持に関する実地試験（訓練終了時に実施。実際の設備を使った運転、

停止操作および状態確認などの習熟度を確認） 
 

(3)  配電系統の保守運用方法の確立 

・ 配電系統運転維持管理マニュアルの整備 

・ 配電系統の運転、維持に関する実地試験（訓練終了時に実施。実際の設備を使った運転、

遮断器操作および状態確認などの習熟度を確認） 
 

4.2 評価の方法 

各部門で計画し実施した技術移転項目について、最終段階での評価を取りまとめる。評価の方

法は、実地操作と簡易な口頭試問によるカウンターパートの理解度をそれぞれ、Ａ＝８０点以上、

Ｂ＝７０点以上およびＣ＝６０点以上として判定し評価する。 
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技術移転項目 確認の方法 評価ランク 
（A、B、C） 

(1) 土木設備 
1)ダム・取水設備・貯水池お
よび発電所建屋 
 
 
 
 
2)測水 
 
 
 
3)保守管理マニュアル 
 
 
 
4)点検・保守計画 

 
1)月間・日常パトロールを通じてダム・取
水・貯水池の状況を判断させ、記録簿の作
成状況をチェックする。 
構造物の設計概念、機能、維持管理等につ
いて簡単な試験と実地作業を行い習熟度
を確認する 
2)３箇所に設けた水位計を観測、記録し、
水力発電の最適水運用計画に反映する。運
用方法についてアドバイスする。 
3) 管理保守マニュアル(案)に沿った運用
方法を確認し、実情にあったものに修正す
る。修正点についてチェックする。 
4)定期点検・補修作業計画を作成し、年間
作業計画に反映する。作成方法を指導す
る。 

 

(2) 発電所 

1)電気機器 

 

 

 

 

 

2)系統事故対応 

 

 

3) 保守管理マニュアル 

 

 
4) 点検・保守計画 

 

1) 月間・日常パトロールを通じて電気機

器（水車、発電機、制御盤など）の状況を

判断させ、記録簿の作成状況をチェックす

る。電気機器の構造や設計概念、機能、維

持管理等についての理解度を試験で確認

する 

2)ラタナキリ電力系統における事故時の

処置と運用方法を確認する。事故処理能力

の習熟度を確認する。 

3) 保守管理マニュアル(案)に沿った運用

方法を確認し、実情にあったものに修正す

る。修正点についてチェックする。 
4)定期点検・補修作業計画を作成し、年間
作業計画に反映する。作成方法を指導す
る。 

 

(3) 配電系統 
1)配電線 
 
 
 
 
2)機器操作・事故対応 
 
3) 保守管理マニュアル 
 
 
4) 点検・保守計画 
 

 
1) 月間・日常パトロールを通じ配電線の
状況を判断させ、記録簿の作成状況を
チェックする。配電機器の構造や設計概
念、機能、維持管理等について簡単な試験
と実地作業を行い習熟度を確認する 
2)配電機器の運転、停止操作の確認や事故
時の処置を実地作業にて確認する。 
3) 管理保守マニュアル(案)に沿った運用
方法を確認し、実情にあったものに修正す
る。修正点についてチェックする。 
4)定期点検・補修作業計画を作成し、年間
作業計画に反映する。作成方法を指導す
る。 
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5. 活動（投入計画） 

上記の 3 つの成果を達成するため、以下の活動を実施する。 

 

5.1 土木設備の保守運用方法の整備 

① 対象者：EDC ラタナキリ支店職員のうち発電保守部門から 1 名と、新規ローカルスタッ

フ 2 名を加えた 3 名を対象とする。 
 

② 期間 ： 「表 7-1 ソフトコンポーネント工程」参照 

国内 0.5 月(テキスト準備) 

現地 0.5 月、1.0 月の 2 回、合計 1.5 月 

(現地技術移転およびクメール語版のマニュアル作成) 

現地実施時期について： 

第一回目はコンサルタントであらかじめ作成した実施計画（案）を基に説明

し、その実施方法の指導および次回までの実施課題・アクションプランを作

成させる。次回のソフトコンポーネント実施までに課題を完成させる。 

第二回目はグループで作成したアクションプランを基に習熟度を試験し、ま

た実地作業にて確認する。 
 

③ 実施リソース：本邦コンサルタント 1 名 

④ 活動項目と方法 
 

活動項目 方 法 期間(日数) 
1) 小水力発電施設全

体の概要と機能 
現地見学を含む講習により小水力発電施設全体

の基本事項を習得させ、スッタフの役割位置付け

を認識させる。 

国内：2 日 
 
海外 
第 1 回：3 日 
第 2 回：5 日 

2) 土木施設の機能お

よび構造に関する指導 
講習および現地見学により、ダムや水路の土木施

設、ゲートや鉄管路の鋼構造物の点検、維持およ

び修理に関する指導を行う。 

国内：2 日 
 
海外 
第 1 回：3 日 
第 2 回：5 日 

3) 土木設備維持管理

マニュアルの作成 
予め準備したドラフトをベースにワークショッ

プを通じて維持管理マニュアルを完成させ業務

フローを確立させる。 

国内：9 日 
 
海外 
第 1 回：6 日 
第 2 回：15 日 

4) 土木施設の点検、維

持および修理に関する

指導 

実地演習を主体として、日常的な点検方法を習得

させる。修理の必要性の有無が判断出来る能力を

つける。 
また、本邦の事故事例や定期点検を参考に記録簿

等の記入が出来るようにする。 

国内：2 日 
 
海外 
第 1 回：3 日 
第 2 回：5 日 
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 作業期間 

１） 国内作業：計 15 日 

２） 現地作業：計 45 日 （第 1 回目 15 日、第 2 回目 30 日） 
 

⑤ 成果品の種類 

土木設備維持管理マニュアルおよび習熟度試験結果集計 
 

5.2 発電所の保守運用方法の整備 

① 対象者：EDC ラタナキリ支店職員のうち発電保守部門の 7 名と、新規ローカルスタッ

フ 3 名を加えた 10 名を対象とする。 

② 期間 ： 「表 7-1 ソフトコンポーネント工程」参照 

国内 0.5 月(テキスト準備) 

現地 0.5 月、1.0 月の 2 回、合計 1.5 月 

(現地技術移転およびクメール語版のマニュアル作成) 

現地実施時期について： 

第一回目はコンサルタントであらかじめ作成した実施計画（案）を基に説明

し、その実施方法の指導および次回までの実施課題・アクションプランを作

成させる。次回のソフトコンポーネント実施までに課題を完成させる。 

第二回目はグループで作成したアクションプランを基に習熟度を試験し、ま

た実地作業にて確認する。 
 

③ 実施リソース：本邦コンサルタント 1 名 

④ 活動項目と方法 
 

活動項目 方 法 期間（日数） 
1) 発電所の点検、維持

および修理に関する指

導 

オチュム第一・第二発電所を一括して運用する

ための年間定期点検計画、予算計画を立案さ

せ、点検に基づく修理の必要性の有無とその内

容、規模を含めて判断出来る能力をつける。ま

た、本邦の事故事例や定期点検を参考に記録簿

等の記入が出来るようにする。 

国内：3 日 
 
海外 
第 1 回：3 日 
第 2 回：6 日 

2) 発電所保守管理マ

ニュアルの作成 
予め準備した電力事業者としての保守管理マ

ニュアル（ドラフト）をベースにワークショッ

プを通じて、EDC の勤務体制、運転員の技術能

力や技術支援システム等、現地の実情に合った

マニュアルを完成させ、業務フローを確立させ

る。 

国内：9 日 
 
海外 
第 1 回：9 日 
第 2 回：18 日 

3) 系統事故発生時の

復旧対策方法の指導 
運転開始後に停電等の系統事故が発生した場合

の発電所における対応方法を主体として、事故

時の処置と系統運用を指導し、迅速な事故対応

能力を確立する。 

国内：3 日 
 
海外 
第 1 回：3 日 
第 2 回：6 日 
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作業期間 

１） 国内作業：計 15 日 

２） 現地作業：計 45 日 （第 1 回目 15 日、第 2 回目 30 日） 
 

なお、 別途メーカーによる設備の操作についての初期操作指導が実施される。 
       

⑤ 成果品の種類 

発電所保守管理マニュアルおよび習熟度試験結果集計 
 

5.3 配電系統の保守運用方法の整備 

① 対象者：EDC ラタナキリ支店職員のうち配電保守部門の 20 名を対象とする。 

② 期間 ：「表 7-1 ソフトコンポーネント工程」参照 

本邦コンサルタント 

国内 0.5 月(テキスト準備) 

現地 0.5 月 x 2 回、計 1.0 月 

(現地技術移転およびクメール語版のマニュアル作成) 

ベトナムコンサルタント 

現地 0.5 月(系統運用、品質管理) 

現地実施時期について： 

第一回目はコンサルタントであらかじめ作成した実施計画（案）を基に説明

し、その実施方法の指導および次回までの実施課題・アクションプランを作

成させる。次回のソフトコンポーネント実施までに課題を完成させる。 

第二回目はグループで作成したアクションプランを基に習熟度を試験し、ま

た実地作業にて確認する。なお、この期間にベトナムからのコンサルタント

の実地作業による運転・保守の技術移転を図ることとする。 
 

③ 実施リソース：本邦コンサルタント 1 名およびベトナム Gialai PC 1 名 

④ 活動項目と方法 
 

活動項目 方 法 期間(日数) 
1) 配電系統の機能お

よび構造に関する指導 
新規小水力発電所の運転開始により、系統構

成が変更されるラタナキリ州の配電系統につ

いて、講習および現地見学により、系統内施

設の機能および構造を理解させる。特に、系

統事故発生時における基本動作について、保

護継電器動作に関する理解を深め、迅速な事

故対応能力を確立する。 

国内：5 日 
 
海外 
第 1 回：5 日 
第 2 回：10 日 
(日本人：5 日) 
(ﾍﾞﾄﾅﾑ人：5 日) 

2) 配電系統の点検、維

持および修理に関する

指導 

実地演習を主体として、日常的な点検方法、

本邦の事故事例や定期点検を参考に記録簿等

の記入が出来る能力、修理の必要性の有無が

判断出来る能力を身に着けさせる。 
また、予め準備したドラフトをベースにワー

国内：10 日 
 
海外 
第 1 回：10 日 
第 2 回：20 日 
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クショップを通じて維持管理マニュアルを完

成させ EDC ラタナキリ支店における業務フ

ローを確立させる。 
予備品の保管と調達方法についてマニュアル

に反映する。 

(日本人：10 日) 
(ﾍﾞﾄﾅﾑ人：10 日) 

       作業期間 

１） 国内作業：計 15 日 

２） 現地作業：計 45 日 （第 1 回目 15 日、第 2 回目 30 日） 
 

⑤ 成果品の種類 

配電系統運転維持管理マニュアルおよび習熟度試験結果集計 
 

6. 実施リソースの調達方法 

本計画は２箇所の水力発電所の組み合わされた系統となっている。この形態はカンボジアでは

モンドルキリ電力系統に例があるが、ラタナキリ電力系統では、特に、カスケード型水運用と発

電の最適運用をすることは初めての実施例であることから、現地リソースでの調達は困難であり、

電力設備の保守技術を有する本邦コンサルタントによる直接支援型が適当である。 

1) 水力設備運用 

上述の通り本計画は 2 箇所の水力発電所の組み合わせであり、上流に位置するオチュム第

一発電所には年間を通じて流量調整できる貯水池がある。また、下流側に位置するオチュム

第二発電所には日間調整できる調整池があるほか、調整池には支流が注いでいる。これらの

貯水池、調整池および支流の持つ水資源を効率的に運用できる技術、知識を習得させること

を目的とする。加えて、ダムや水路、ゲートや鉄管路の鋼構造物の点検、維持および修理に

関する指導を行い、基本的な保守技術を習得させることを目的とする。 

 

2) 発電所運用 

発電所に関しては、オチュム第一発電所と第二発電所が一括運転されることにより効率的

な運転が期待されるものの、反面、事故時の処置・復旧には緊急性が要求されることになる。 

事故の復旧には、事故原因の究明とその処置なくしては再運転が不可能であり、それがな

ければ長期間の運転停止を余儀なくされる。その保全対策としては、電気のシーケンスやブ

ロックダイアグラム（展開図）が解読できなくては事故の原因を特定できない。この点に焦

点を当て、EDC 運転員に電気シーケンスや事故復旧方法を習得させることを目的とする。加

えて、電気機器や制御装置の点検、維持および修理に関する指導も行う。 

 

3) 配電系統運用 

現在の配電系統はベトナム系統（Gialai PC）と接続されており、系統運用および電力品質

の管理にはベトナム系統の管理者である Gialai PC の職員と共同して EDC ラタナキリ支店職

員の指導・育成に当たる必要がある。 
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7. 実施工程 

実施工程案を下表に示す。 

表 7-1  ソフトコンポーネント工程（月） 

項目 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 

建設行程：土木                         

   電気・配電                         

(1)土木設備の保

守運用方法指導 

                        

(2)発電所の保守

運用方法指導 

                        

(3)配電系統の保

守運用方法指導 

                   

 

    

 

 

 

 

8. 成果品 

ソフトコンポーネントの成果品は下表のとおりである。 

項  目 提出時期 備  考 
1. 完了報告書 完了後 

 
 

2. 実施状況報告書 実施後 
 

 

3. 土木設備維持運用マニュアルおよび

習熟度試験結果集計 
完了後  

4. 発電所保守管理マニュアルおよび習

熟度試験結果集計 
同上  

5. 配電系統運転維持管理マニュアル

および習熟度試験結果集計 
同上  

 

9. 概算事業費 

ソフトコンポーネントに要する費用は約 1,522 万円と見積もられる。 

 

項 目 
事業費積算時 
（千円） 

備 考 

(1)直接人件費 4,548 (再委託313千円を含む) 
(2)直接経費 4,851 (再委託 280 千円を含む) 
(3)間接費 5,821  

合 計 15,220  
 

ソフコン計画(案)の説明・指導 指導・評価 

ベトナムコンサルによる実地指導含む 

- 8 – 
 



 

10. 相手国実施機関の責務 

本計画で建設された施設および資機材を継続的に適正かつ効果的な使用と維持管理を行って

いくために、相手国実施機関である EDC は以下の事項の責務を負う必要がある。 

(a) 運営組織を設立するための EDC ラタナキリ支店の発電所管理責任者を始めとする所要要

員の確保。 

(b) ソフトコンポーネント実施に必要な EDC 側の予算の確保。 

(c) EDC による発電所運転・保守のための土木、電気、配電設備の保守要員の確保。 

(d) 技術を習得したローカルスタッフの継続的な張り付け。 

(e) マニュアル・ガイドラインの活用と定着化。 

(f) マニュアルのクメール語版作成の翻訳補助 
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図 面 集 
（DWG No. 1 から No.13） 
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環境チェックリスト 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



環境チェックリスト(1)－汚染対策－version1 

分類 
影響項目 

（チェック事項） 

評価結果 

評価理由と緩和策 工事

中 

供与

中 

(1) 
水質 

 
 

【水力発電】    
(a) ダム湖の水質・環境

基準 

・動植物プランクトンの

異常発生 

D 
 

D 
 

本事業は、既存ダムの改良事業であり、現在の水質が本事業

によって環境基準に関わるように変化することを想定してい

ない 

本事業により、貯水池内の最低水位が上昇し、利水の対象と

ならない死水容量が増えるが、プランクトンに関しては、以

下のような検討の結果、異常発生が起こるとは考えにくい。 

死水容量650万m3に対して、流入する水の総量は3440万m3あ

り、死水容量が5回程入れ替わる計算になる。2回以上入れ替

われば、プランクトンの発生はないと通常考えられている。

さらに、上流部は人口過疎地域であり、プランクトンの発生

条件となる富栄養化につながる、生活排水の流入も無い。 

(b) 放流水の水質 D D 本事業は、既存ダム施設の改修が主で、新規ダムの建設では

ないため、事業後の放流水の水質への悪影響があるとは考え

られない。 

工事期間中の土木工事は、水質へ影響を与えうる要因の一つ

である。一般的にダムの改修工事では、河川水をせき止める

仮堤防を建設して工事を進める。通常、この仮堤防には下流

への放水を続けるためのパイプを設置するが、このパイプは、

水面近くから取水するため、水中に滞留している水より濁り

が少ない。 

工事期間中の乾季の放流水の濁りは、もし、起こったとして

も、放流水の水量が少ないことを考慮すると、下流に影響を

及ぼすとは考えにくい。濁りの程度は、降雨後に自然に起こ

るものと同じか、それ以下である。 
(c) 湛水前の樹木伐採 D D 本事業は、既存ダムの改良であり、先行事業により、貯水池内の

樹木などは伐採済である。 
(d) 下流河川流量の低下

による水質悪化 

D D 本事業は、既存ダムの改修なので、事業の実施前後に水量が

減ることはない。河川流量に影響を与える可能性のあるのは、

乾季に予定されている土木工事である。 

降雨データから判断すると、乾季の河川水量は非常に少なく

なる。工事期間中も、下流に流す河川水量は維持されるので、

水質が悪化するとは考えられない。ただし、念のため、次の

対応策をとる。 

【対応策】 

オチュム第一ダム貯水池内の水仮止め工事期間の河川水が流

れている間は、排水管を使い毎秒100ℓの水を放流する。 

(e) ダム貯水池底部から

の放水（低温水） 

D D 現在の貯水池の水深は14.5mである。このうち、上部から4.5m
の範囲の水を発電に供する計画である。また、新たに設けら

れる取水口の位置は既存の構造物より約4.5m高い位置に設け

られることから、貯水池から放流される水の水温が、現況と

比べて低下することはない。 



【送電線】    
(f) 盛土・切土部等の土

壌流出による周辺河川

水質悪化 

D D 本事業で設置するのは、配電線レベルで、鉄塔を必要とする

ものではない。設置区間も、既存道路脇が中心なので、周辺

河川への影響はない。 

(2) 
廃棄

物 

【水力発電】 
 

   

(a) 掘削土砂の適切処理 D D 最も大規模な土木工事は、オチュム第一ダムの取水口など設

備更新に伴う、同貯水池内の水仮止め工事である。これには、

貯水池内の一部（余水吐前面部と想定）を掘削した土砂を使

い、工事終了後は、同貯水池内に戻す。このような工事によ

る環境への悪影響は考えられない。 

(a) PCB入り旧式柱上変

圧器 

D D 本事業には該当旧式変圧器の更新は含んでいない。 

 

環境チェックリスト(2)－自然環境－ version1 

分類 
影響項目 

（チェック事項） 

調査結果 

評価 
評価理由と緩和策 

工事

中 

供与

中 

(1) 
保護

区 

【水力発電・送電線】    
(a) 保護区の立地。 

保護区への影響 

D D ラタナキリ州には、ビラチャイ（Virachay）国定公園、ロンパ

ット（Lonphat）自然保護区がある。両者とも事業サイトより

35 km以上離れているので影響はない。 

(2) 
生態

系 

【水力発電・送電線】    
(a)生態学的に重要な生

息地 

D D 事業対象地域には、湿地や干潟といった生物学的に重要な生息

地はない 
(b)貴重種の生息地 D D オチュム郡の事業対象地域には、該当するような貴重種は生息し

ていない。 
【水力発電】    
(c) 下流域の水生生物、

動植物生態系への悪影

響 

D D 仮堤防建設後（仮止め工事期間中）も、通常の施工方法であ

るパイプ設置で、乾季の放流水は維持されるので、動植物生

態系への悪影響は考えられない。 

(d) 遡河性魚類の移動 D D 本事業サイトに、遡河性魚類はいない。 
【送電線】    
(e) 生態系への重大な影

響 

D D 本事業では、配電線レベルの事業で、鉄塔など大規模な工事、

構造物は含まない。設置箇所も、既存道路脇が中心であり、生態

系への重大な影響は考えられない。 
(f) 野生生物、家畜の移

動経路の遮断、生息地の

分断 

D D 野生生物、家畜の移動経路を妨げる大規模な配電線、その工事

は事業に含まれていない。 

(g)森林破壊、密猟、砂漠

化、湿原の乾燥等 

D D 配電線設置ルートには森林、湿原はなく、事業規模も小さいた

め、当該事象は発生しない 

(h) 未開発地域の自然環

境の大幅な損失 

D D 該当しない（本事業サイトは、既に開発された地域である）。 

(3) 【水力発電】    



水象 (a)地表水・地下水の流れ

に対する悪影響 

D D 本事業は流れ込み式水力発電ではない。発電施設への導水に、

約250mの導水管を設置し、この部分だけ、地表水（放流水）の流

れが変わる。規模から判断して周辺への悪影響は発生しないと考

える。 

(4) 
地形 

地質 

 

【水力発電】    
(a)下流域の河床低下、上

流域の河床上昇。土壌堆

積 

D D 該当しない（本事業ではダムの建設を含まない） 

(b)計画地周辺の地形・地

質構造の大規模な改変 

D D 本事業の施設は、いずれも小規模で、地形・地質構造を改変する

ものはない。オチュム第一ダム取水口の位置を高くすることで、事

業開始前に比べて、乾季の貯水池の水位が上昇するが、満水時

の貯水池全体の水位が上がるわけではなく、周辺の地形が変わる

ことはない。 

【送電線】    
(c) 送配電線ルート上の

土砂崩壊や地滑り 

D D 想定している「配電線」ルート上には、土砂崩落や地滑りの危険の

ある場所はない。 

(d)土木作業による土砂

崩壊や地滑り 

D D 本事業での土木作業は小規模で、土砂崩落や地滑りを引き起こ

すようなものではない。 

(e) 盛土・切土部、土捨

て場、土砂採取場からの

土壌流出 

D D 本事業では、事業規模が小さいので、該当するような土壌流失は

生じない。 

 

環境チェックリスト(3)－社会環境－ version1 

分類 
影響項目 

（チェック事項） 

調査結果 

評価 
評価理由と緩和策 

工事

中 

供与

中 

(1) 
住民 

移転 

【水力発電・送電線】    
(a) 非自発的住民移転 

 

B- B- EDC所有地内のオチュム第一発電施設建設予定地近隣でカシュ

ーナッツ等を栽培する2世帯がいることを現地踏査の結果確認し

た。 
この2世帯は、該当地での作物栽培を続けることはできないが、住

居は別な場所にあるので、引き続き住み続けることができる。 
オチュム第一ダムの管理道路は、EDCの敷地内に建設されるの

で、住民移転は発生しない。 
【緩和策】 
上記の2世帯に対しては、関係者との協議を経て、JICA環境社会

配慮ガイドラインの趣旨に合致した形で、EDCが補償金として

1000USドルを支払い、退去した。 
主な生計手段であるカシューナッツ栽培のできなくなった１世帯に

関しては、EDCが雇用することになった。 

(2) 【水力発電・送電線】    



生活 

・ 

生計 

(a) 住民の生活への悪影

響 

D D 新設の配電線以外の施設は、EDC所有地内に建設。送電線も既

存道路に沿って設置予定。新規発電所の取り付け道路の位置、

新規配電線の敷設ルートは、付近の集落とは離れた場所になっ

た。 

工事車両等の通行で、住民生活に悪影響を及ぼすことはない。 

ただし、事業地のまわりは、交通量は少ないものの、住民も使用し

ているので、工事の期間や内容など住民に通知することが望まし

い。 

(b) 人口流入による病気

の発生 

D D 発電所、送配電線の運営保守管理による人口流入はない。工事

規模も大きくなく、熟練工以外は、周辺村落からの雇用で充足で

きる見込み。 

 

 

 

【水力発電】    

(c) 地域利用の変化に

よる住民生計への悪影

響 

C- C- 調査の結果、第一ダム施設の改造で、乾季の貯水池最低水位が

上昇する。貯水池内はEDCの所有地であるが、乾季に水位が下

がって地上に現れる部分で、野菜栽培をしている住民がいるとの

情報があった。調査期間中は雨季で事実確認ができなかったた

め、EDCに調査を依頼した。 

【対応策】 

今後の次のような対応策を計画 

 貯水池内の現地踏査を実施し（2013 年 1 月～3 月）、以

下を確認 
 土地利用者（野菜栽培）が、いるかどうか。 
 該当者がいた場合は、その名前や居住村と、栽培し

ている野菜種と予想収穫量。 

 その後、世帯調査を実施して、収入と土地所有状況を含

む社会経済状況の確認 
 調査結果に基づき、JICA 環境社会配慮ガイドラインに沿

って補償額の算定   
 ステークホルダー会議の開催による以下の合意形成. 

 補償の支払い 
 今後の貯水池内での土地利用の禁止 

 実際の補償金の支払い  (2013 年 4 月末迄)  
(f) 既存水域交通、周辺

道路交通への悪影響 

D D 水域交通は存在せず、本事業の施設が、道路交通に悪影響を及

すことはない。工事車輌が周辺の交通に悪影響与えるほど、対

象地区の交通量はない。 

(e) 下流の水利用維持の

ための最低流量供給 

B－ D 乾季の水量は非常に少なくなるものの、枯れないで流れている。

以下の緩和策をとる。 

【緩和策】 

ダム貯水池内の水仮止め工事期間の河川水が流れている間

は、排水管を使い毎秒100ℓの水を放流する。 



(f) 流量変化による、下

流の水利用や土地利用

への影響 

B－ B+ 下流の村落で、洗濯用に河川水を利用している住民がいることが

わかった。一部の住民が祭りの時など、ごく希に飲用している、と

いう情報もある。以下の緩和策をとる。 

【緩和策】 

ダム貯水池内の水仮止め工事期間の河川水が流れている間

は、排水管を使い毎秒100ℓの水を放流する。 
 
また、発電所運転開始後は、年間の降水量をダムで調整し、

年間を通じて毎日数時間以上発電する計画であるので、オチ

ュム第一ダムとオチュム第二ダムの間の流況は改善する見込

みである。 
(g) 水因疾病の発生 D D 新たにダム貯水池を建設するのではないので、水因疾病の発生

は考えにくい。 

(h) 漁業権、水利権、山

林入会権等の阻害 

D B+ 既存第一ダムの貯水池には住民が魚を放流して管理している。第

一ダムの施設改造時には、水の仮止め工事がある。この工事によ

る貯水池内の切土・盛り土、埋め戻し部分の面積は、最大でも

16,000m2程度で、これは貯水池面積全体の1%にも満たない。 

【留意事項】 

魚の生息に悪影響を与えることは考えられないが、住民側から懸

念が示された場合は、事業実施後に、魚を放流するなどの住民対

策が施されるのがのぞましい。 

 

その一方、改造工事の結果、年間を通して第一ダム貯水池の水

位は上昇するので、これは放流した魚の生育条件の改善につな

がると思われる。 

【送電線】    
(i) 電波障害 D D 本事業は、配電線なので、電波障害等は発生することはない。 

(j) 国内法による線下補

償等の実施 

D D 本事業は、低圧の配電線の設置・更新事業である。EDCには、現

在、配電線の線下補償をする制度的義務はない。 

 (3) 
文化 

遺産 

【水力発電・送電線】    
(a) 歴史/文化的に貴重

な遺産、史跡等 

D D 本事業サイトには、考古学的、歴史的、文化的、宗教的に貴重な

遺産、史跡等はない。 

(4) 
景観 

【水力発電・送電線】    
(a) 景観への悪影響 B B 小規模な滝がオチュム第一ダム下流にある。発電所の建設サイト

は、４つのオプションの中から、この滝には影響を与えない場所を

選定したが、景観への影響を最小限にするために以下の緩和策

を講じる。 

【緩和策】 

滝下流側から見えない位置に、発電所建物を建設し、なるべく周

囲の樹木を伐採しないで残すようにする。 

(5) 【水力発電・送電線】    



少数 

民族 

・ 

先住 

民族 

(a) 少数・先住民族の文

化、生活様式への影響軽

減 

 

D D 事業地近隣の3村落は、クルン（Kroeung）族、トンプーン

（Tompuonn）族、プラブ（Prav）族等が住んでいる。彼らは独自の

言語を持ち、クメール族とは違う祭事・宗教行事もある。農業を主

業とする住民が多いが、オチュム郡の郡都に位置することから、商

店を営むものもあり、ゴム農園等で日雇い労働に就くものもいる。

服装や住居を見る限り、その他の地域と大差のない「クメール化」

が既に進んでいる。本事業の発電所や配電線といった施設が、彼

らの文化や生活様式に、直接影響を及ぼすことはないと考える。 

(b) 少数・先住民族の土

地・資源に関する諸権利

の尊重 

D D 地元住民リーダーへの聞き取り結果、事業予定地がEDCの所有

地であると認識されている。先祖代々使用してきたような森林や、

天然資源のある場所も事業地には含まれていない。 

(6) 
労働 

環境 

【水力発電・送電線】    
(a) 労働環境に関する法

律 

D D 労働法（1997）等労働関連法を遵守して、実施する方針 

(6) 
労働 

環境 

(b) ハード面での労働災

害防止 

D D 国内外の事業例を参考に、以下のようなハード面での安全配慮を

する予定 

・ヘルメットは必ず着用 

・必要に応じて、安全帯、安全ベスト、安全靴、長靴、防塵マスクを

着用 

・危険箇所の周りに、フェンスを設置 

・更に注意喚起のための案内板を設置 

(c)ソフト面での安全対

応策 

D D 国内外の事業例を参考に、以下のようなソフト面での安全配慮を

する予定。 

・地元の医療機関と協同した緊急医療体制の確立 

・作業員への事前の構内安全教育の実施 

・朝礼等において、その日実施する作業を確認 

・その作業で安全上注意する点を再度確認 

(d)警備要員による関係

者の安全に対する侵害 

D D プロジェクト対象地域は、一般的に治安に重大な問題はなく、現

時点で、地域住民が事業に対して反対している、といった事象も

ない。 

工事サイトの保安も、周辺住民から協力を得る（あるいは、雇用す

る）予定なので、安全を侵害する事象は起こらないと想定。 

(e) 地雷、不発弾 D D 住民からの聞き取りした限りでは、対象地での地雷、不発弾と被害

はない。 

【留意事項】バンルン周辺には、道路脇に地雷の注意喚起を促す

標識も散見されるので、実際の工事作業時には、改めて注意する

ことが望ましい。 

 

 

 

 

 

 



環境チェックリスト(4)－その他－ version1 

分類 
影響項目 

（チェック事項） 

調査結果 

評価 
評価理由 

工事

中 

供与

中 

(1) 
工事

中の 

影響 

【水力発電・送電線】    
(a) 工事中の汚染（騒音、

振動、濁水、廃棄物等）

への緩和策 

D － 本事業では、土木工事の占める割合は小さい（総予算の20％
程度）。 オチュム第一ダム（発電所、導水管、管理道路等建

設）と、オチュム第二ダム（管理道路改修）では、発破作業

を必要とせず、コンクリート用骨材プラントも設置しないので、騒

音、振動、濁水といった汚染は想定されない。 

オチュム第一ダム現場から、住民の居住地は、少なくとも

300m以上離れているので、振動や騒音の悪影響も考えれれな

い。オチュム第二ダムの管理用道路脇には、集落はない。 
以上の状況から、環境・社会への悪影響は起こらないと想定

する 
（濁水に関しては、環境チェックリスト(1)項目(1)(c)、廃棄物

に関しては、同リスト(1)の項目(2)(c)をそれぞれ参照。） 

(2) 
事故 

防止 

対策 

【水力発電】    
(a) ダム放水時の下流部

への警報体制整備 

D D 計画放水量は、2-3 m3 /sと、現在の放水量と同程度である。 サイ

ト調査の結果、余水吐からの放流量は4-5 m3/sであった。このよう

に放水量が少ないことから、警報システムは必要ないと判断でき

る。 

(3) 
モニ

タ 

リン

グ 

【水力発電・送電線】    
(a)モニタリングの計

画・実施（環境） 

 

B- B- 貯水池内の水質や、放流水の水量等の評価結果を含めた事業内

容から判断して、環境モニタリングの計画、実施は必要ないと判

断。本事業では、「住民移転」（退去住民の家計状況）に関するモ

ニタリングのみが必要。 

総合的な検討の結果、住民移転以外の項目で、モニタリングが必

要なのは、工事期間中の項目に関してのみとなる。 

(b) 当該計画の項目、方

法、頻度の設定方法 

B- B- 協力準備調査報告書の表 2.2.3.1.7-1、 表 2.2.3.2.6 -1 参照 

(c) 事業者のモニタリン

グ体制 

B- B- 建設工事期間中のモニタリングに関しては、郡事務所とコミューン

事務所を含む関連機関に毎月報告。 

住民移転（退去住民の家計状況）のフォローアップに関しては、

JICAに毎年報告。 
(d)所管官庁等への報告 B- B- 同上 

その

他 
注意 

【水力発電・送電線】    
(a)地球規模の環境問題

への影響 

D B＋ ベトナムからの電力グリッドに接続するため、輸入電力代替部分

は、水力発電による排出係数ゼロとみなすことができる。 
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住民移転計画（生計回復プログラム） 
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住民移転書類 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 













ラタナキリ小水力発電「 住民移転」 関連書類 2012/9 住民会議資料（ 合意書 英訳）  
 

Kingdom of Cambodia 
Nation   Religion   King 

 
 

Letter of Indemnity Delivery 
September 20, 2012 

 
 EDC-Rattanakiri paid the money amount of $USD 1,000 to the two families for 
replacement of the land parcel in the small-hydro’s project site as following: 

1- Mr. Chry Kamphun : the amount of $USD 750 (Seven hundred fifty five US 
Dollars) 

 2-  Mr. Chroveang Pang : the amount of $USD 250 (Two hundred fifty US Dollars); 
(Mr. Chroveang Pang is a son in-law and his wife Mrs. Lam Binorm is a daughter of Mrs. 
Pring Til) 
   
 Paid by: Recipient 
 

1- Mr. Chry Kamphun 
2- Mr. Chroveang Pang 

   
   

In presence of: 
 

   1-Mrs Noun Veth (Chief of village) 
   2.Mrs Khanh Sory (Chief of Commune) 
 3.Mr. Chaven Saroeurn (Administrative Police post) 
 

Recored and approved by 
Head of O’Chum District. 

 
 
 
 
 

Sak Son



タナキリ小水力発電協力準備調査「 住民移転」 関連書類 2012/9 住民会議資料（ 参加者リスト 英訳）   

Kingdom of Cambodia 
Nation   Religion   King 

 
                                                                                        

Attendance List  
September 20, 2012 

 

No Name Sex Position Signature 
1 Sak Son M Head of O'Chum District   
2 Phann Kosal M Chief of EDC Rattanakiri  

3 
Ouk Sambath 

M Deputy Chief of Department of Land 
Management Urbanization and 
Construction 

 

4 Brach Vuttha M Deputy Chief of EDC Rattanakiri in charge 
of Technical 

 

5 Kim Kakkada M Deputy Chief of EDC Rattanakiri in charge 
of Business 

 

6 Prak Sambath M Deputy Chief of EDC Rattanakiri in charge 
of Administrative 

 

7 Morn Phanith M Chief of Distributetion Division of EDC 
Rattanakiri 

 

8 So Sysambath M Chief of Business division of EDC 
Rattanakiri 

 

9 Sourng Sokyeth F Chief of Accounting Division of EDC 
Rattanakiri 

 

10 Sou Rathana M Chief of Administrative Division of EDC 
Rattanakiri 

 

11 Khanh Sovy F Chief of O'chum commune  

12 Chaven Sareun M Chief of Administrative Police Post of 
O’Chum Commune 

 

13 Noun Veth F Chief of O’Chum village  

14 Sandang Meourn M Member of O’Chum Commune  

15 Sim Plan M Member of O’Chum Commune Board  

16 Chry Kamphun M O’Chum’s People  

17 Lam Pinorn F O’Chum’s People  

18 Tra Samreb F O’Chum’s People  

19 Chraveang Pang M O’Chum’s People  
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ステークホルダー会議議事録および出席者リスト 
 
 
 
 
 
 
 
 
 











ラタナキリ小水力発電 ステークホルダー会議資料（質疑応答記録） 
 
 

No1 

 

Opinions/ questions raised by  (Ms. Kanh Sovy, Chief of O’Chum Commune)  
1. What impact will be happen to community after construction of facilities? I’ve heard 
that transmission line is installed from O’Chum No1 to No2. How will it affect us? 
2. After O’Chum No1 new power plant is developed, Can electricity be supplied 
stability to community? 
3. After 265kW-new power plant is developed, doesn’t EDC need to import electricity 
from Vietnam any more? 
Comments/Answer by  ( H.E,   Deputy Managing Director , EDC) 
Outline of the comments/answer 
1. After construction of facilities, EDC can extend distribution line to other villages as 
its abilities and yearly schedule plan. 
There is no plan of installation transmission line from O’Chum No.1 to O’Chum No.2. 
As JICA study team planned to connect transmission line from O’Chum No.1 to the 
existing transmission line on route 78A. 
2. After O’Chum No1 new power plant is developed, the electricity will be supplied 
more stability to community. 
3. After 265kW-new power plant is developed, EDC still need to import electricity from 
Vietnam. Because the capacity from Micro Hydropower plant is not meet the 
requirement of the demand in Banlung, Rattanakiri. So, the source from Vietname is 
the important source to improve the electricity supply in Rattanakiri areas. 
TODO (Action)  
N/A 



ラタナキリ小水力発電 ステークホルダー会議資料（質疑応答記録） 
 
 

No2 

 
Opinions/ questions raised by (Ms. Noun Ret, Chief of O’Chum village)  
1. After construction of facilities, is it possible to connect line to one 2’ndary school in 
O’Chum village without any usage payment? Because, they are students. 
Comments/Answer by  ( H.E,   Deputy Managing Director , EDC) 
Outline of the comments/answer 
All EDC’s consumers required to pay electricity of their usage. i.e. the budget for 
electricity usage of secondary school must be planned and prepared by Ministry of 
Education. 
TODO (Action)  
N/A  

 
 
 
 
 
 
 



ラタナキリ小水力発電 ステークホルダー会議資料（質疑応答記録） 
 
 

No3 

 

Opinions/ questions raised by (Mr. Ven Plung, O’Chum villager)  
1. Is it possible to make tariff price lower? 
Comments/Answer by  ( H.E,   Deputy Managing Director , EDC) 
Outline of the comments/answer 
1. The electricity tariff is already low compared to the private supplier. 
TODO (Action)  
N/A  

 



ラタナキリ小水力発電 ステークホルダー会議資料（質疑応答記録） 
 
 

No4 

 
Opinions/ questions raised by (Mr. Kamin Yom, Village Chief of Thrang Svay)  
1. Is it possible to connect distribution line to each house by this project? 
Comments/Answer by  ( H.E,   Deputy Managing Director , EDC) 
Outline of the comments/answer 
1. This project didn’t include distribution line connect to each house. In this case, it is 

depend on schedule extension plan of EDC. 
TODO (Action)  
N/A  



ラタナキリ小水力発電 ステークホルダー会議資料（質疑応答記録） 
 
 

No5 

 

Opinions/ questions raised by (Mr. Prin Sambo, Department of Environment)  
1. Can you explain the detail of the impact on environment? 
2. Extension of distribution line to Beung Kom San village? 
Comments/Answer by  (H.E, Deputy Managing Director, and Mr. Mao Visal, Chief of 
E&S PR, EDC) 
Outline of the comments/answer 
1. Regarding to the environment matter, the Ministry of Environment confirm that 
this project is lees environment impact and it is outside sub-decree which doesn’t 
require EIA. 
2. The Extension of distribution line to Beung Kom San Village is in EDC’s schedule 
extension plan year 2013. 
TODO (Action)  
N/A  

 
 



ラタナキリ小水力発電 ステークホルダー会議資料（参加者リスト 英訳） 
 

Kingdom of Cambodia 
Nation   Religion   King 

 
                                                                                        

Attendance List 
14th, December, 2012 

 
No Name Sex Position Signature 

1 Chheng Sopheap M Deputy head of O’Chum district  
2 Khanh Sovy F Major of O’Chum commune   
3 Noun Vet F Major of O’Chum village  
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